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1971年
7,000万円
80人（2020年6月現在）
東京都新宿区
マニラ、ハノイ、ウランバートル
運輸交通計画、都市・地域開発計画、
環境・気候変動、社会開発、民間セクター、
ガバナンス・法制度など
開発コンサルタント
若干名
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-5-3
03-3353-3200（代）
hq@almec.co.jp/
https://www.almec.co.jp
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ア
ル
メ
ッ
ク
Ｖ
Ｐ
Ｉ
は
、
都
市

計
画
、
交
通
計
画
を
基
軸
と
し
た

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
専
門
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
企
業
だ
。
国
内
と
海
外

の
両
部
門
を
持
ち
、
海
外
で
は
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
環
境
、
防

災
の
分
野
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
。

　

海
外
で
の
業
務
は
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
案
件
の
他
、
国
際

機
関
、
現
地
政
府
な
ど
か
ら
の
受

注
案
件
を
中
心
に
、
民
間
企
業
に

も
対
応
し
て
い
る
。

　

な
お
、
自
社
に
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ

ー
を
設
け
、
事
例
研
究
や
学
術
論

文
の
発
表
・
レ
ビ
ュ
ー
、
国
際
機

関
と
の
共
同
研
究
な
ど
を
通
じ
て

知
識
の
体
系
化
を
図
り
、
社
内
外

で
の
勉
強
会
・
交
流
会
の
企
画
・

運
営
も
盛
ん
だ
。

　

海
外
部
門
で
の
新
卒
採
用
は
修

士
課
程
ま
た
は
博
士
課
程
修
了
見

込
み
の
方
、
中
途
採
用
は
原
則
と

し
て
運
輸
・
交
通
計
画
や
都
市
・

地
域
計
画
な
ど
の
経
験
者
が
対
象

と
な
る
。

　

新
卒
採
用
の
場
合
は
一
人
に
つ

き
二
人
の
「
メ
ン
タ
ー
」
が
付

き
、
入
社
後
５
年
間
フ
ォ
ロ
ー
す

る
。
ま
た
、
個
々
人
の
生
活
に
合

わ
せ
た
柔
軟
な
勤
務
形
態
や
支
援

策
を
用
意
し
て
い
る
。
子
育
て
し

な
が
ら
勤
務
を
続
け
る
女
性
社
員

が
7
名
在
籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
働
き
や
す
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

加
え
て
、
社
員
同
士
の
関
係
は

フ
ラ
ッ
ト
で
、
話
し
や
す
い
環
境

が
あ
る
た
め
非
常
に
風
通
し
が
い

い
。

　

現
場
で
は
、
で
き
な
い
理
由
で

は
な
く
実
現
す
る
方
策
を
語
れ
る

人
が
評
価
さ
れ
る
。

　

代
表
取
締
役
の
長
山
勝
英
さ
ん

は
「
我
々
は
自
ら
の
専
門
的
知
見

や
技
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
日
本

を
含
め
た
世
界
の
人
々
の
生
活
と

環
境
を
良
く
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
自
ら
の
人
生
に
そ
ん

な
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
た

い
と
い
う
方
を
待
っ
て
い
ま
す
」と
、

新
戦
力
へ
の
期
待
を
語
る
。

都
市
・
交
通
に
強
い

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
専
門
企
業

女性でも味方を見つけ
ながらあきらめずに

参加型手法は
どこでも役立つ

海外事業本部
総合計画部
コンサルタント

稲垣 奈摘さん

筑波大学社会国際学群
国際総合学類卒業

アルメックVPIに入社

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学
研究科
ジェンダー社会科学専攻
修了

　子どもの頃から海外の文化に興味があり、大学で
は開発経済学を、大学院ではジェンダーや社会開発
について学んでいました。フィリピンとタイで研究
をし、教授に「国際協力に関わりたいが、なるべく
現場に近いところで働きたい」と相談したところ、
開発コンサルタントという仕事を紹介されました。
ただし、文化系の新卒で技術職での採用があり、か
つ自分の関心のある社会開発も手掛ける企業となる
と、選択肢が限られてきます。そのなかで何社かに
トライして当社を選びました。
　女性は特にライフステージとの兼ね合いが気にな
ると思いますが、それを気にして自分のやりたいこ
とをあきらめるのはもったいないです。当社でも子
育て中の先輩がいますが、周囲にうまく自分の味方
を見つけながらキャリアを築いていけば、まったく
問題ないと思います。

　現在担当しているタイの未来型都市持続性推進プロジェクトは、地方都
市の持続可能なまちづくりを実現するための政策支援型のプロジェクトで
す。第１フェーズでは、タイの6都市を選んで参加型でまちの計画策定を
行い、パイロットプロジェクトを展開しました。どの市の皆さんもやる気
があり、まちづくりのテーマも都市ごとにバラエティがあり面白いです。
　私自身は日本側が手を離した後の「持続性」を常に気にしながら関わっ
ています。タイはその力がある国だと信じていましたが、先日ワークショッ
プで６都市の市長が現状を発表した時に、プロジェクトで作った計画の実
現に向けてどんどん進んでいるのがわかり、とても感激しました。
　入社4年で少しずつ自
分のやりたいことがつか
めてきました。当社の得
意な都市交通などのプロ
ジェクトでも、私の身に
付けている参加型手法が
活かせる場面があるので、
今後はそのあたりで活躍
できるようにしたいです。

さまざまなステークホルダーが参加型
で議論する「プランニング会議」

人
生
に
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
ち
た
い
方
を
歓
迎

タイのクラビ市。アートと文化の
まちづくりを進める


